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第３回定例会

　令和８年第３回定例会を、９月４日か
ら１８日にかけて開きました。
　今定例会は、町長選挙後初めての定例
会であり、初日に佐伯町長が２期目の町
政運営の所信を表明したほか、令和７年
度の決算認定、条例の制定や改正、補正
予算、副町長の選任と教育委員会委員の
任命に関する人事案件など、１７の議案を
審議し、いずれも全員の賛成をもって原
案のとおり可決しました。
　また、最終日には一般質問を行い、５
名の議員が町政の諸課題について質問し
ました。

令和７年度決算など１７議案を可決
令和７年度白川町一般会計及び４つの特別会計並びに白川町簡易

水道事業会計決算の認定について、賛成の立場で討論を行います。
厳しい財政環境の中、財政当局をはじめとする執行部の行財政

改革に向けた努力と創意工夫により、財源の確保に努めるととも
に、主要な財政指標を適切に管理し、健全な財政運営に努められ
たことに対し、深く敬意を表するものであります。

本町が直面する最も深刻な課題は、少子高齢化及び過疎化であ
ります。持続可能な白川町をつくるためには、関係人口の創出に
係る事業と、町民生活の基盤となるインフラの整備・維持の双方
が重要であります。本決算では、これらの課題に対応する各種事
業が着実に実施されたものと評価いたします。

令和８年1月に開庁した新庁舎は、「白川ラウンジ」をはじ
め、町民の皆様が気軽に立ち寄り、自然と交流が生まれる温かい
空間が創出されるなど、従来の庁舎のイメージにとらわれない、
新たな町民交流の拠点となっています。

また、現在建設が進められている施設一体型小・中学校の新校舎
についても、次代を担う子どもたちが生き生きと学び、そこから地
域全体に新たな活力が生まれることを期待するものであります。

令和６年度から導入されたデジタル地域通貨「しらか」は、物
価高騰対策にも活用されるなど、町民生活への浸透が進み、地域
経済の循環とにぎわいの下支えに寄与している点を高く評価いた
します。

住民の安全で安心な暮らしを守るインフラの整備・維持につい
ては、各種道路整備や簡易水道事業の運営に加え、公共交通対策
事業にも成果が見られます。全国的に地域の移動手段の維持が課
題となる中、本町では、地域の実情に応じた運行により、高齢者
から子どもたちまで、通院、通学、買物などの日常の移動が支え
られています。

これらの事業の執行に当たられた皆様のご尽力に、改めて感謝
と敬意を申し上げます。

最後に、本決算審査において示された意見及び提言並びに監査委
員の意見を十分に受け止め、今後の事業推進はもとより、過疎化に
立ち向かうための次年度以降の予算編成や、魅力あるまちづくりに
的確に反映されることを強く要望し、私の賛成討論といたします。

賛成討論 野尻  悟 議員

　
令
和
７
年
度
白
川
町
一
般
会

計
及
び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
、
白
川
町
簡
易
水
道
事

業
会
計
の
決
算
並
び
に
定
額
運

用
基
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、

関
係
諸
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
を

精
査
し
、
担
当
職
員
か
ら
の
聴

取
を
行
っ
た
結
果
、
予
算
の
執

行
は
概
ね
議
会
の
議
決
の
趣
旨
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
率

的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
も
正
確
で
あ
る
こ
と
を

認
め
る
。
ま
た
、
財
産
に
つ
い
て
も
適
正
に
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
実
質
公
債
費
比
率
は

9.5
％
と
な
り
、前
年
度
か
ら
0.7
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
一
方
、

将
来
負
担
比
率
は
5.3
％
と
な
っ
た
が
、
両
比
率
と
も
早
期

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
の
健
全
性
は
確
保

さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
る
。

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
82
．４
％

と
な
り
、
前
年
度
か
ら
1.4
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。
こ
れ
は
、

普
通
交
付
税
の
増
加
等
に
よ
り
経
常
一
般
財
源
が
増
加
し

た
こ
と
に
加
え
、
経
常
的
経
費
の
伸
び
が
抑
制
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
経
常
収
支
比
率
は
財

政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
重
要
な
指
標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
、
人
件
費
、
扶
助
費
及
び
公
債
費
等
の
推
移
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
経
常
的
経
費
の
精
査
と
財

源
の
確
保
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
な
お
、
定
額
運
用
基
金
に
つ
い
て
は
、
関
係
調
書
及
び

証
拠
書
類
を
確
認
し
た
結
果
、
適
切
に
管
理
・
運
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
今
後
の
町
の
健
全
な
財
政
運
営
と
発
展
を
祈
念
し
て
決

算
審
査
の
ま
と
め
と
す
る
。
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査
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員

　今 
井 

敬 

貴

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
95
億

２
，０
６
５
万
円
（
前
年
度
比
29
．０
％
増
）、
歳
出

91
億
４
，３
１
９
万
円
（
同
34
．６
％
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４
６
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５
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％
、
将
来
負
担
比
率
5.3
％
で
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外
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は
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も
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値
な
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と
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り
、
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好
な
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め
ら
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し
た
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催
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は
91
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■ 令和７年度　一般会計・各特別会計決算額

会 計 区 分

合 　 　 計

一 　 般 　 会 　 計

歳入合計 歳出合計 採決
結果差　引　額

特
別
会
計

全
　
員
　
賛
　
成

※本町の各指標は、すべて基準を下回っており健全な状態です。
※各指標の詳細は、広報しらかわ10月号でご確認ください。

収益的収支…水道料金などの収入と、水道施設の維持・管理等の日常運営にかかる支出
資本的収支…水道施設の更新や工事にかかる収入と支出

※1億3,354万2,040円は補てん財源

令和７年度決算に基づく資金不足比率

令和７年度決算に基づく健全化比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

指 　 　 標

会 　 　 計

簡易水道事業会計

白川町の指標

該当なし

経営健全化基準

20.0％

白川町の指標

該当なし

該当なし

9.5%

5.3%

早期健全化基準

  15.0%

  20.0%

  25.0%

350.0%

財政再生基準

20.0%

30.0%

35.0%

－

 

全
会
一
致
で

　
適
切
な
財
政
運
営
を
認
め
る

国 民 健 康 保 険

地域振興券交付事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

95億2,064万5,817円

9億0,896万5,953円

1,256万1,394円

11億7,588万5,682円

1億7,753万5,973円

117億9,559万4,819円

91億4,318万9,589円

8億3,745万7,469円

1,256万1,394円

10億7,543万4,279円

1億7,239万5,409円

112億4,103万8,140円

3億7,745万6,228円

7,150万8,484円

0円

1億0,045万1,403円

514万0,564円

5億5,455万6,679円

■ 令和７年度　簡易水道事業会計決算額

区 　 　 分

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収入合計 支出合計 採決
結果差　引　額
全
員
賛
成

4億4,834万6,646円
※4億9,196万6,040円

5億3,699万3,896円

4億9,196万6,040円

△ 8,864万7,250円

0円
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切
に
管
理
・
運
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
今
後
の
町
の
健
全
な
財
政
運
営
と
発
展
を
祈
念
し
て
決

算
審
査
の
ま
と
め
と
す
る
。

代
表
監
査
委
員

　今 

井 

敬 

貴

　
令
和
７
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入
95
億

２
，０
６
５
万
円
（
前
年
度
比
29
．０
％
増
）、
歳
出

91
億
４
，３
１
９
万
円
（
同
34
．６
％
増
）
で
、
差

し
引
き
３
億
７
，７
４
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
庁

舎
建
設
事
業
及
び
施
設
一
体
型
小
・
中
学
校
建
設
事

業
な
ど
の
大
型
建
設
事
業
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
と
も

に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

令
和
７
年
度
で
廃
止
と
な
る
地
域
振
興
券
交
付
事
業

特
別
会
計
を
除
き
、
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
堅
実
な
財
政
運
営
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　
一
方
、
令
和
６
年
度
か
ら
「
公
営
企
業
会
計
」
に

移
行
し
た
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
収
益
的
収
支
に
お

い
て
、
約
８
，
８
６
５
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
で
は
、
実
質
公
債
費
比

率
9.5
％
、
将
来
負
担
比
率
5.3
％
で
、
そ
れ
以
外
の
比

率
は
、
い
ず
れ
も
数
値
な
し
と
な
り
、
良
好
な
状
態

で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
町
議
会
で
は
、
第
３
回
定
例
会
開
会
中
に
決
算
認

定
に
係
る
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
を
２
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
し
、
活
発
か
つ
慎
重
な
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
い
ず
れ
の
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
も
、
全

員
の
賛
成
を
も
っ
て
認
定
す
る
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

監
査
委
員
の
審
査
意
見

令
和
７
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

一
般
会
計
は
91
億
４
，３
１
９
万
円

■ 令和７年度　一般会計・各特別会計決算額

会 計 区 分

合 　 　 計

一 　 般 　 会 　 計

歳入合計 歳出合計 採決
結果差　引　額

特
別
会
計

全
　
員
　
賛
　
成

※本町の各指標は、すべて基準を下回っており健全な状態です。
※各指標の詳細は、広報しらかわ10月号でご確認ください。

収益的収支…水道料金などの収入と、水道施設の維持・管理等の日常運営にかかる支出
資本的収支…水道施設の更新や工事にかかる収入と支出

※1億3,354万2,040円は補てん財源

令和７年度決算に基づく資金不足比率

令和７年度決算に基づく健全化比率

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

指 　 　 標

会 　 　 計

簡易水道事業会計

白川町の指標

該当なし

経営健全化基準

20.0％

白川町の指標

該当なし

該当なし

9.5%

5.3%

早期健全化基準

  15.0%

  20.0%

  25.0%

350.0%

財政再生基準

20.0%

30.0%

35.0%

－

 

全
会
一
致
で

　
適
切
な
財
政
運
営
を
認
め
る

国 民 健 康 保 険

地域振興券交付事業

介 護 保 険

後期高齢者医療

95億2,064万5,817円

9億0,896万5,953円

1,256万1,394円

11億7,588万5,682円

1億7,753万5,973円

117億9,559万4,819円

91億4,318万9,589円

8億3,745万7,469円

1,256万1,394円

10億7,543万4,279円

1億7,239万5,409円

112億4,103万8,140円

3億7,745万6,228円

7,150万8,484円

0円

1億0,045万1,403円

514万0,564円

5億5,455万6,679円

■ 令和７年度　簡易水道事業会計決算額

区 　 　 分

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

収入合計 支出合計 採決
結果差　引　額
全
員
賛
成

4億4,834万6,646円
※4億9,196万6,040円

5億3,699万3,896円

4億9,196万6,040円

△ 8,864万7,250円

0円

令和 8 年 11 月 1 日 23 しらかわ議会だより No.222



高木  守さん
たかぎ まもる

条
例
の
制
定

▼
白
川
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
白
川
町
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
も
の

条
例
の
一
部
改
正
（
９
件
）

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条
例
の

一
部
改
正

　
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新
た

な
運
行
形
態
及
び
料
金
の
種
別
を
加

え
る
た
め
の
改
正

▼
白
川
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
及
び
白
川
町
水
道
分
担

金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
赤
川
簡
易
水
道
に
三
川
簡
易
水
道
を

統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
２
つ
の
条

例
を
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
飛
騨
川
流
域
簡
易
水
道
鷲
原
地
内
配

水
管
布
設
替
工
事

　
契
約
金
額 

５
５
０
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

 

大
脇
建
設
株
式
会
社

▼
赤
川
簡
易
水
道
日
向
配
水
池
施
設
改

良
工
事

　
契
約
金
額 

１
億
３
１
４
５
万
円

　
契
約
の
相
手
方

 

丸
ス
産
業
株
式
会
社

財
産
の
取
得

▼
白
川
町
立
施
設
一
体
型
小
・
中
学
校

用
什
器

　
契
約
金
額

 

２
３
０
７
万
８
０
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
有
限
会
社
白
川
オ
フ
ィ
ス

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

■

追
加
さ
れ
た
主
な
内
容

（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

・
町
有
林
整
備
事
業
・
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
林

整
備
事
業
費 

６
０
０
万
円

・
公
共
交
通
対
策
事
業
・
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
自
動
車
購
入
費

安江  章さん
やすえ あきら

 

２
６
０
万
円

・
地
域
活
性
化
協
働
事
業

 

２
０
５
０
万
円

▼
商
工
費

・
物
価
高
騰
対
応
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

チ
ャ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

 

１
０
０
０
万
円

▼
土
木
費

・
道
路
維
持
修
繕
料 

３
０
０
万
円

▼
教
育
費

・
町
民
会
館
空
調
設
備
修
繕
工
事
費

 

２
９
０
万
円

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

・
過
年
度
交
付
金
返
還
金

 

６
０
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
過
年
度
分
交
付
金
等
返
還
金

 

４
７
３
０
万
円

▼
副
町
長
の
選
任
に
同
意

　
９
月
30
日
に
任
期
が
満
了
と
な

る
副
町
長　
安
江
章
さ
ん
（
白

山
）
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
　

同
意

　
10
月
24
日
に
任
期
が
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員　
高
木
守
さ

ん
（
下
佐
見
）
を
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

 

任
期
は
、
令
和
12
年
10
月
24
日

ま
で
で
す
。

　
７
月
22
日
、
第
１
回
臨
時
会
を
開
会

し
ま
し
た
。
会
期
は
１
日
の
み
と
し
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

財
産
の
取
得

▼
公
共
交
通
バ
ス
（
１
台
）

　
契
約
金
額

 

１
０
８
８
万
７
８
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

 

有
限
会
社
黒
川
モ
ー
タ
ー
ス

補
正
予
算
な
ど

17
の
議
案
を
可
決

令和８年度 補正予算

会計区分

一般会計
（第2号）
国民健康保険特別会計

（第1号）
介護保険特別会計

（第1号）

補正
予算額

8,100万円

620万円

4,730万円

補正後の
予算総額

89億3,400万円

9億9,720万円

12億0,230万円

第
１
回
臨
時
会
を
開
催

こ
の
度
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、白
川
町
議
会
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、そ
の
職
責
の
重
さ
を
深
く
受

け
止
め
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

副
議
長
と
し
て
議
長
を
補
佐
し
、議

員
相
互
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

円
滑
で
活
力
あ
る
議
会
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
好
き
な
言
葉
に
「
旗
幟
鮮
明

（
き
し
せ
ん
め
い
）」が
あ
り
ま
す
。自

ら
の
考
え
や
立
場
を
明
ら
か
に
し
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
こ

の
言
葉
を
大
切
に
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ

が
自
ら
の
考
え
を
率
直
に
述
べ
、
互

い
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
議
論
を

重
ね
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
議
会
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
、町
民
の
皆
様
の
声
を
大

切
に
し
、議
長
を
支
え
な
が
ら
、町
政

の
発
展
と
町
民
福
祉
の
増
進
の
た
め

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、副
議
長
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

議 

会 

構 
成

令
和
８
年
９
月
18
日
改
選

　議

　長
　 

三
戸

　勝
徳

　副
議
長

　 

杉
山

　哉
史

◆
総
務
常
任
委
員
会

　委
員
長

　 

伊
佐
治

　優

　副
委
員
長

　 

野
尻

　
　悟

◆
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

　委
員
長

　 

田
口

　守
也

　副
委
員
長

　 

梅
田
み
つ
よ

◆
議
会
運
営
委
員
会

　委
員
長

　 

藤
井

　宏
之

　副
委
員
長

　 

伊
佐
治

　優

　委

　
員

　 

杉
山

　哉
史

　委

　
員

　 

田
口

　守
也

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　委
員
長

　 

杉
山

　哉
史

　副
委
員
長

　 

野
尻

　
　悟

　委

　
長

　 

梅
田
み
つ
よ

※
　総
務
常
任
委
員
会
、
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
、
学
校
統
合

　
　建
設
特
別
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
統
合
建
設
特
別
委
員
会

　委
員
長

　 

伊
佐
治

　優

　副
委
員
長

　 

杉
山

　哉
史

◆
監
査
委
員

　議
会
選
任

　 

佐
伯

　好
典

◆
一
部
事
務
組
合

　可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　議
会
議
員

　 

三
戸

　勝
徳

　可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　議
会
議
員

　 

三
戸

　勝
徳

　可
茂
消
防
事
務
組
合

　議
会
議
員

　 

三
戸

　勝
徳

議
長

三
戸
勝
徳

こ
の
度
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、白
川
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、そ
の
責
任
の
重
さ
を
深
く
自
覚
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。議

長
と
し
て
、公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
、そ
の
職
責
を
誠
心
誠
意
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、地
域
の
担

い
手
不
足
な
ど
、本
町
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、町
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
と
責
任
は
、ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
が「
言
論
の
府
」で
あ
る
こ
と
を

常
に
意
識
し
、議
員
一
人
ひ
と
り
が
自
由

か
っ
達
に
意
見
を
交
わ
し
、十
分
な
議
論

を
尽
く
す
と
と
も
に
、地
域
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
、町
政
の
監
視
や
評
価
、政
策
提
言
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、公
正
性
と
透
明
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
、町
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
、信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、町
議

会
に
対
す
る
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議会構成が決まりました　議長に三戸勝徳議員、副議長に杉山哉史議員を選出

さ
ん
と

か
つ
の
り

副
議
長

杉
山
哉
史

す
ぎ
や
ま

ち
か
し
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高木  守さん
たかぎ まもる

条
例
の
制
定

▼
白
川
町
特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
白
川
町
特
定
乳
児
等

通
園
支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
も
の

条
例
の
一
部
改
正
（
９
件
）

▼
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
条
例
の

一
部
改
正

　
白
川
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
新
た

な
運
行
形
態
及
び
料
金
の
種
別
を
加

え
る
た
め
の
改
正

▼
白
川
町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
及
び
白
川
町
水
道
分
担

金
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

　
赤
川
簡
易
水
道
に
三
川
簡
易
水
道
を

統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
２
つ
の
条

例
を
改
正

工
事
請
負
契
約
の
締
結

▼
飛
騨
川
流
域
簡
易
水
道
鷲
原
地
内
配

水
管
布
設
替
工
事

　
契
約
金
額 

５
５
０
０
万
円

　
契
約
の
相
手
方

 

大
脇
建
設
株
式
会
社

▼
赤
川
簡
易
水
道
日
向
配
水
池
施
設
改

良
工
事

　
契
約
金
額 

１
億
３
１
４
５
万
円

　
契
約
の
相
手
方

 

丸
ス
産
業
株
式
会
社

財
産
の
取
得

▼
白
川
町
立
施
設
一
体
型
小
・
中
学
校

用
什
器

　
契
約
金
額

 

２
３
０
７
万
８
０
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

　
　
　
有
限
会
社
白
川
オ
フ
ィ
ス

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

■

追
加
さ
れ
た
主
な
内
容

（
一
般
会
計
）

▼
総
務
費

・
町
有
林
整
備
事
業
・
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
林

整
備
事
業
費 

６
０
０
万
円

・
公
共
交
通
対
策
事
業
・
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
自
動
車
購
入
費

安江  章さん
やすえ あきら

 

２
６
０
万
円

・
地
域
活
性
化
協
働
事
業

 

２
０
５
０
万
円

▼
商
工
費

・
物
価
高
騰
対
応
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨

チ
ャ
ー
ジ
ポ
イ
ン
ト

 

１
０
０
０
万
円

▼
土
木
費

・
道
路
維
持
修
繕
料 

３
０
０
万
円

▼
教
育
費

・
町
民
会
館
空
調
設
備
修
繕
工
事
費

 

２
９
０
万
円

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

・
過
年
度
交
付
金
返
還
金

 

６
０
０
万
円

（
介
護
保
険
特
別
会
計
）

・
過
年
度
分
交
付
金
等
返
還
金

 

４
７
３
０
万
円

▼
副
町
長
の
選
任
に
同
意

　
９
月
30
日
に
任
期
が
満
了
と
な

る
副
町
長　
安
江
章
さ
ん
（
白

山
）
を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
　

同
意

　
10
月
24
日
に
任
期
が
満
了
と
な

る
教
育
委
員
会
委
員　
高
木
守
さ

ん
（
下
佐
見
）
を
再
任
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

 

任
期
は
、
令
和
12
年
10
月
24
日

ま
で
で
す
。

　
７
月
22
日
、
第
１
回
臨
時
会
を
開
会

し
ま
し
た
。
会
期
は
１
日
の
み
と
し
、

提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
全
員
の
賛
成
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

財
産
の
取
得

▼
公
共
交
通
バ
ス
（
１
台
）

　
契
約
金
額

 

１
０
８
８
万
７
８
０
０
円

　
契
約
の
相
手
方

 

有
限
会
社
黒
川
モ
ー
タ
ー
ス

補
正
予
算
な
ど

17
の
議
案
を
可
決

令和８年度 補正予算

会計区分

一般会計
（第2号）
国民健康保険特別会計

（第1号）
介護保険特別会計

（第1号）

補正
予算額

8,100万円

620万円

4,730万円

補正後の
予算総額

89億3,400万円

9億9,720万円

12億0,230万円

第
１
回
臨
時
会
を
開
催

こ
の
度
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、白
川
町
議
会
副
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と

と
も
に
、そ
の
職
責
の
重
さ
を
深
く
受

け
止
め
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ

り
ま
す
。

副
議
長
と
し
て
議
長
を
補
佐
し
、議

員
相
互
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、

円
滑
で
活
力
あ
る
議
会
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

私
の
好
き
な
言
葉
に
「
旗
幟
鮮
明

（
き
し
せ
ん
め
い
）」が
あ
り
ま
す
。自

ら
の
考
え
や
立
場
を
明
ら
か
に
し
、

責
任
を
持
っ
て
行
動
す
る
と
い
う
こ

の
言
葉
を
大
切
に
、
議
員
そ
れ
ぞ
れ

が
自
ら
の
考
え
を
率
直
に
述
べ
、
互

い
の
立
場
を
尊
重
し
な
が
ら
議
論
を

重
ね
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
議
会
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
、町
民
の
皆
様
の
声
を
大

切
に
し
、議
長
を
支
え
な
が
ら
、町
政

の
発
展
と
町
民
福
祉
の
増
進
の
た
め

誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、副
議
長
就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
あ
い
さ
つ

議 

会 

構 

成

令
和
８
年
９
月
18
日
改
選

　議

　長
　 

三
戸

　勝
徳

　副
議
長

　 

杉
山

　哉
史

◆
総
務
常
任
委
員
会

　委
員
長

　 

伊
佐
治

　優

　副
委
員
長

　 

野
尻

　
　悟

◆
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会

　委
員
長

　 

田
口

　守
也

　副
委
員
長

　 

梅
田
み
つ
よ

◆
議
会
運
営
委
員
会

　委
員
長

　 

藤
井

　宏
之

　副
委
員
長

　 

伊
佐
治

　優

　委

　
員

　 

杉
山

　哉
史

　委

　
員

　 

田
口

　守
也

◆
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　委
員
長

　 

杉
山

　哉
史

　副
委
員
長

　 

野
尻

　
　悟

　委

　
長

　 

梅
田
み
つ
よ

※
　総
務
常
任
委
員
会
、
予
算
決
算
審
査
常
任
委
員
会
、
学
校
統
合

　
　建
設
特
別
委
員
会
は
、
全
議
員
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
統
合
建
設
特
別
委
員
会

　委
員
長

　 

伊
佐
治

　優

　副
委
員
長

　 

杉
山

　哉
史

◆
監
査
委
員

　議
会
選
任

　 

佐
伯

　好
典

◆
一
部
事
務
組
合

　可
茂
衛
生
施
設
利
用
組
合

　議
会
議
員

　 

三
戸

　勝
徳

　可
茂
公
設
地
方
卸
売
市
場
組
合

　議
会
議
員

　 

三
戸

　勝
徳

　可
茂
消
防
事
務
組
合

　議
会
議
員

　 

三
戸

　勝
徳

議
長

三
戸
勝
徳

こ
の
度
、議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
、白
川
町
議
会
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時

に
、そ
の
責
任
の
重
さ
を
深
く
自
覚
し
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。議

長
と
し
て
、公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
、そ
の
職
責
を
誠
心
誠
意
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、地
域
の
担

い
手
不
足
な
ど
、本
町
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、町
議
会
に
求
め

ら
れ
る
役
割
と
責
任
は
、ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
会
が「
言
論
の
府
」で
あ
る
こ
と
を

常
に
意
識
し
、議
員
一
人
ひ
と
り
が
自
由

か
っ
達
に
意
見
を
交
わ
し
、十
分
な
議
論

を
尽
く
す
と
と
も
に
、地
域
懇
談
会
な
ど

を
通
じ
て
町
民
の
皆
様
の
声
に
耳
を
傾

け
、町
政
の
監
視
や
評
価
、政
策
提
言
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、公
正
性
と
透
明
性
を
大

切
に
し
な
が
ら
、町
民
の
皆
様
の
負
託
に

応
え
、信
頼
さ
れ
る
議
会
と
な
る
よ
う
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、町
議

会
に
対
す
る
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、就

任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議会構成が決まりました　議長に三戸勝徳議員、副議長に杉山哉史議員を選出

さ
ん
と

か
つ
の
り

副
議
長

杉
山
哉
史

す
ぎ
や
ま

ち
か
し
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民
の
命
を
守
る
こ
と
に
加
え
て
、
地
域
の

建
築
業
や
木
材
産
業
を
支
え
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。
県
や
関
係
機
関
か
ら
情
報
を

得
て
、
町
内
事
業
者
や
設
計
事
務
所
と
情

報
共
有
を
図
り
、
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可

能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

３
．
県
管
理
道
路
と
町
内
の
道
路

改
良
に
つ
い
て

問
２
期
目
に
県
管
理
道
路
の
改
良
を
進

め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
県
に
要

望
し
て
い
く
の
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
大
規
模
な
改
良
を
引
き
続
き
要
望
す
る

一
方
、
危
険
箇
所
や
見
通
し
の
悪
い
箇

所
、
車
両
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
箇
所
な

ど
、
局
所
的
な
改
良
も
県
へ
要
望
す
る
。

生
活
道
路
と
し
て
の
重
要
性
や
事
故
の
危

険
性
、
災
害
時
の
道
路
機
能
、
地
域
の
要

望
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
改
良
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
県
道
恵
那
蛭
川
東
白
川
線
を
、
黒

川
・
東
白
川
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
ル
ー
ト
へ

切
り
替
え
る
考
え
や
見
通
し
は
ど
の
よ
う

か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
県
道
と
し
て
位
置
付
け
る
に
は
、
道
路

の
構
造
や
管
理
、
既
存
県
道
と
の
関
係
な

ど
県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
東
白
川

村
と
も
意
見
を
交
わ
し
、
課
題
を
県
と
確

認
し
な
が
ら
今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い

く
。

　
町
長
は
、
２
期
目
の
町
政
運
営
に
当
た

り
、
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
を
め
ざ
し
て
」

を
掲
げ
、
そ
の
柱
の
一
つ
に
「
安
全
・
安

心
に
暮
ら
せ
る
町
」
を
示
し
た
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
住
み
慣
れ
た
白

川
町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
、

公
共
交
通
、
防
災
・
減
災
、
道
路
改
良
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

町
長
２
期
目
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
「
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
町
」

に
つ
い
て

組
ん
で
い
く
。

問
東
白
川
村
と
の
公
共
交
通
に
つ
い

て
、
よ
り
一
体
的
な
運
行
体
系
や
運
営
体

制
と
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
利
用
者
の
利
便
性
を
第
一
に
、
運
行
体

系
や
乗
り
継
ぎ
、
ダ
イ
ヤ
、
予
約
方
法
な

ど
、
両
町
村
で
調
整
で
き
る
部
分
を
検
討

し
、
連
携
を
深
め
て
い
く
。
将
来
的
に

は
、
よ
り
効
率
的
で
持
続
可
能
な
交
通
体

系
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

２
．
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
建
築
協
同

組
合
が
進
め
る
低
コ
ス
ト
耐
震
改
修
工
事

へ
の
取
り
組
み
を
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

答
 

安
江
農
林
課
長

　
今
年
度
は
、
町
内
６
社
７
名
が
耐
震
改

修
工
事
の
講
習
会
を
受
講
し
た
。
建
築
組

合
で
は
、
設
計
事
務
所
と
連
携
し
、
耐
震

診
断
や
設
計
、
工
事
費
、
補
助
制
度
な

ど
、
実
際
の
施
工
に
向
け
た
研
究
を
進
め

て
い
る
。

問
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
町

内
事
業
者
や
設
計
事
務
所
と
の
連
携
を
さ

ら
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
耐
震
診
断
か
ら
設
計
、
改
修
工
事
ま
で

つ
な
が
る
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
耐
震
化

は
進
ま
な
い
。
こ
う
し
た
仕
組
み
は
、
町

１
．
公
共
交
通
の
維
持
・
充
実
に

つ
い
て

問
来
年
４
月
か
ら
町
内
全
路
線
が
自
家

用
有
償
運
送
と
な
る
。
今
後
、
地
域
公

共
交
通
を
ど
の
よ
う
な
姿
に
し
て
い
く

考
え
か
。
　

答
 

佐
伯
町
長

　
通
院
、
買
い
物
、
通
学
な
ど
、
町
民
の

日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
を
、
将
来
に
わ

た
っ
て
確
保
で
き
る
地
域
公
共
交
通
に
し

て
い
く
。
「
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た

ら
白
川
町
で
は
暮
ら
せ
な
い
」
と
言
わ
れ

る
町
に
し
な
い
た
め
、
利
用
状
況
や
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
利
用
促
進
や
効
率

的
な
運
行
、
運
転
手
の
確
保
な
ど
に
取
り

ま
ち
の

課
題
を

問
う
一
般

質
問

　
町
長
は
、
所
信
表
明
で
「
に
ぎ
や
か

な
過
疎
」
の
実
現
に
向
け
、
移
住
だ
け

を
目
的
と
せ
ず
、
町
外
か
ら
繰
り
返
し

訪
れ
、
地
域
と
関
わ
る
「
関
係
人
口
」

の
創
出
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
概
要
や
地
域
資
源
の
活
用
や

継
続
的
な
関
わ
り
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
に
ぎ
や
か
な
過
疎
に
お
け
る
「
関
係

人
口
」
の
位
置
付
け
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
人
口
減
少
を
短
期
間
で
止
め
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
人
口
が
減
っ
て
も
地
域

に
活
用
し
た
い
。
国
で
共
同
ア
プ
リ
な

ど
制
度
の
具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

問
来
町
者
や
関
係
人
口
、
町
外
か
ら
人

を
呼
ぶ
事
業
者
・
団
体
へ
の
聞
き
取
り

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
地
域
資
源
の
磨

き
上
げ
や
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
何
人
来
た
か
、
だ
け
で
な
く
、
「
な

ぜ
白
川
町
に
来
た
の
か
」
「
何
に
魅
力

を
感
じ
た
の
か
」
「
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
に
つ
な
が
っ
た
の
か
」
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
来
町
者

や
継
続
的
に
町
と
関
わ
る
人
、
町
外
か

ら
人
を
呼
び
込
む
事
業
者
・
団
体
か
ら

声
を
集
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
事
業
な

ど
を
通
じ
て
得
た
意
見
を
蓄
積
し
て
い

く
。
そ
の
声
を
観
光
だ
け
で
な
く
、
移

住
・
定
住
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
地
域
活

動
、
農
林
業
体
験
な
ど
に
も
つ
な
げ
、

町
外
の
人
と
一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
磨

い
て
い
き
た
い
。

問
現
在
の
学
校
教
育
や
地
域
で
の
学
び

を
、
地
域
資
源
の
発
見
・
発
信
、
さ
ら

に
は
商
品
開
発
や
町
外
と
の
交
流
な
ど

に
つ
な
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
そ
の

も
の
を
白
川
町
の
新
た
な
魅
力
や
価
値

を
生
み
出
す
取
り
組
み
へ
と
発
展
さ
せ

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
学
校
統
合
を
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
町
全
体
に
広
げ
る
機
会
と
捉
え
て
い

の
活
力
を
維
持
し
、
町
外
か
ら
人
が
訪

れ
交
流
や
新
た
な
活
動
が
生
ま
れ
る

「
人
口
減
・
人
材
増
」
の
状
態
を
「
に

ぎ
や
か
な
過
疎
」
の
一
つ
の
姿
と
捉
え

て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
白
川
町

を
気
に
か
け
、
繰
り
返
し
訪
れ
、
地
域

を
支
え
て
く
れ
る
関
係
人
口
を
重
要
な

存
在
と
し
て
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答
 

佐
伯
町
長

　
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
は
、

国
が
進
め
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
住
所

地
と
は
別
に
、
自
分
が
関
心
を
持
ち
、

継
続
的
に
関
わ
り
た
い
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
登
録
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
町

と
し
て
は
、
登
録
そ
の
も
の
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
登
録
者
に
町
の
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
活
動
な
ど
を
届

け
、
再
訪
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
つ

な
げ
、
継
続
的
に
白
川
町
と
関
わ
る

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
つ
く
る
た
め

る
。
地
域
の
自
然
や
産
業
、
歴
史
、
伝

統
文
化
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
自
身
が
地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、

町
外
へ
発
信
し
た
り
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
発
信

な
ど
に
つ
な
げ
た
り
す
る
学
び
を
広
げ

た
い
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
で
は
子
ど

も
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
第
一
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
事
業

者
や
団
体
、
住
民
に
も
関
わ
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場

と
も
十
分
相
談
し
、
地
域
全
体
を
学
び

の
場
と
す
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問
「
ま
ご
ま
ご
ふ
る
さ
と
留
学
」
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
、
町
に
縁
の
あ
る
子

ど
も
だ
け
で
な
く
町
外
の
子
ど
も
に
も

広
げ
、
町
内
事
業
者
や
団
体
と
連
携

し
、
継
続
的
な
地
域
体
験
か
ら
関
係
人

口
、
さ
ら
に
山
村
留
学
に
つ
な
げ
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
「
ま
ご
ま
ご
ふ
る
さ
と
留
学
」
は
、

町
に
縁
の
あ
る
子
ど
も
が
自
然
や
暮
ら

し
を
体
験
す
る
意
義
の
あ
る
取
り
組
み

だ
っ
た
。
今
後
は
町
外
の
子
ど
も
に
も

自
然
体
験
、
農
林
業
、
祭
り
や
伝
統
文

化
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
「
ま
た

白
川
町
に
行
き
た
い
」
と
思
え
る
関
係

を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
観
光

協
会
や
事
業
者
、
団
体
、
教
育
関
係
者

の
意
見
も
聞
き
、
現
在
の
町
に
合
っ
た

継
続
的
な
仕
組
み
を
検
討
し
た
い
。
山

村
留
学
に
つ
い
て
は
課
題
も
多
く
、
ま

ず
は
継
続
的
な
関
わ
り
の
入
口
づ
く
り

か
ら
考
え
て
い
く
。

藤
井 

宏
之 

議
員

ふ
じ
い

ひ
ろ
ゆ
き

ひ
ろ
ゆ
き

ひ
ろ
ゆ
き

一般質問・答弁の映像

佐
伯 

好
典 

議
員

さ
え
き

よ
し
の
り

一般質問・答弁の映像

関
係
人
口
の
創
出
と

白
川
町
と
の
継
続
的
な

関
わ
り
づ
く
り

に
つ
い
て

一般質問の様子
が、YouTub e
（動画配信サイト）
でご覧いただけ
ます。
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民
の
命
を
守
る
こ
と
に
加
え
て
、
地
域
の

建
築
業
や
木
材
産
業
を
支
え
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。
県
や
関
係
機
関
か
ら
情
報
を

得
て
、
町
内
事
業
者
や
設
計
事
務
所
と
情

報
共
有
を
図
り
、
ど
の
よ
う
な
連
携
が
可

能
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

３
．
県
管
理
道
路
と
町
内
の
道
路

改
良
に
つ
い
て

問
２
期
目
に
県
管
理
道
路
の
改
良
を
進

め
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
県
に
要

望
し
て
い
く
の
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
大
規
模
な
改
良
を
引
き
続
き
要
望
す
る

一
方
、
危
険
箇
所
や
見
通
し
の
悪
い
箇

所
、
車
両
の
す
れ
違
い
が
困
難
な
箇
所
な

ど
、
局
所
的
な
改
良
も
県
へ
要
望
す
る
。

生
活
道
路
と
し
て
の
重
要
性
や
事
故
の
危

険
性
、
災
害
時
の
道
路
機
能
、
地
域
の
要

望
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
改
良
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
県
道
恵
那
蛭
川
東
白
川
線
を
、
黒

川
・
東
白
川
ト
ン
ネ
ル
を
通
る
ル
ー
ト
へ

切
り
替
え
る
考
え
や
見
通
し
は
ど
の
よ
う

か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
県
道
と
し
て
位
置
付
け
る
に
は
、
道
路

の
構
造
や
管
理
、
既
存
県
道
と
の
関
係
な

ど
県
と
の
協
議
が
必
要
で
あ
る
。
東
白
川

村
と
も
意
見
を
交
わ
し
、
課
題
を
県
と
確

認
し
な
が
ら
今
後
の
方
向
性
を
考
え
て
い

く
。

　
町
長
は
、
２
期
目
の
町
政
運
営
に
当
た

り
、
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
を
め
ざ
し
て
」

を
掲
げ
、
そ
の
柱
の
一
つ
に
「
安
全
・
安

心
に
暮
ら
せ
る
町
」
を
示
し
た
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
む
中
、
住
み
慣
れ
た
白

川
町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
、

公
共
交
通
、
防
災
・
減
災
、
道
路
改
良
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

町
長
２
期
目
の
柱
の

一
つ
で
あ
る
「
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
町
」

に
つ
い
て

組
ん
で
い
く
。

問
東
白
川
村
と
の
公
共
交
通
に
つ
い

て
、
よ
り
一
体
的
な
運
行
体
系
や
運
営
体

制
と
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
利
用
者
の
利
便
性
を
第
一
に
、
運
行
体

系
や
乗
り
継
ぎ
、
ダ
イ
ヤ
、
予
約
方
法
な

ど
、
両
町
村
で
調
整
で
き
る
部
分
を
検
討

し
、
連
携
を
深
め
て
い
く
。
将
来
的
に

は
、
よ
り
効
率
的
で
持
続
可
能
な
交
通
体

系
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

２
．
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
東
濃
ひ
の
き
と
白
川
の
家
建
築
協
同

組
合
が
進
め
る
低
コ
ス
ト
耐
震
改
修
工
事

へ
の
取
り
組
み
を
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

答
 

安
江
農
林
課
長

　
今
年
度
は
、
町
内
６
社
７
名
が
耐
震
改

修
工
事
の
講
習
会
を
受
講
し
た
。
建
築
組

合
で
は
、
設
計
事
務
所
と
連
携
し
、
耐
震

診
断
や
設
計
、
工
事
費
、
補
助
制
度
な

ど
、
実
際
の
施
工
に
向
け
た
研
究
を
進
め

て
い
る
。

問
こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、
町

内
事
業
者
や
設
計
事
務
所
と
の
連
携
を
さ

ら
に
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
耐
震
診
断
か
ら
設
計
、
改
修
工
事
ま
で

つ
な
が
る
仕
組
み
が
な
け
れ
ば
、
耐
震
化

は
進
ま
な
い
。
こ
う
し
た
仕
組
み
は
、
町

１
．
公
共
交
通
の
維
持
・
充
実
に

つ
い
て

問
来
年
４
月
か
ら
町
内
全
路
線
が
自
家

用
有
償
運
送
と
な
る
。
今
後
、
地
域
公

共
交
通
を
ど
の
よ
う
な
姿
に
し
て
い
く

考
え
か
。
　

答
 

佐
伯
町
長

　
通
院
、
買
い
物
、
通
学
な
ど
、
町
民
の

日
常
生
活
に
必
要
な
移
動
を
、
将
来
に
わ

た
っ
て
確
保
で
き
る
地
域
公
共
交
通
に
し

て
い
く
。
「
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
た

ら
白
川
町
で
は
暮
ら
せ
な
い
」
と
言
わ
れ

る
町
に
し
な
い
た
め
、
利
用
状
況
や
町
民

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
利
用
促
進
や
効
率

的
な
運
行
、
運
転
手
の
確
保
な
ど
に
取
り

ま
ち
の

課
題
を

問
う
一
般

質
問

　
町
長
は
、
所
信
表
明
で
「
に
ぎ
や
か

な
過
疎
」
の
実
現
に
向
け
、
移
住
だ
け

を
目
的
と
せ
ず
、
町
外
か
ら
繰
り
返
し

訪
れ
、
地
域
と
関
わ
る
「
関
係
人
口
」

の
創
出
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
そ
こ

で
、
そ
の
概
要
や
地
域
資
源
の
活
用
や

継
続
的
な
関
わ
り
に
つ
な
げ
る
仕
組
み

に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
に
ぎ
や
か
な
過
疎
に
お
け
る
「
関
係

人
口
」
の
位
置
付
け
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
人
口
減
少
を
短
期
間
で
止
め
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
人
口
が
減
っ
て
も
地
域

に
活
用
し
た
い
。
国
で
共
同
ア
プ
リ
な

ど
制
度
の
具
体
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
な
が
ら
導

入
を
検
討
し
て
い
く
。

問
来
町
者
や
関
係
人
口
、
町
外
か
ら
人

を
呼
ぶ
事
業
者
・
団
体
へ
の
聞
き
取
り

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
地
域
資
源
の
磨

き
上
げ
や
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
げ

て
は
ど
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
何
人
来
た
か
、
だ
け
で
な
く
、
「
な

ぜ
白
川
町
に
来
た
の
か
」
「
何
に
魅
力

を
感
じ
た
の
か
」
「
そ
の
後
ど
の
よ
う

な
関
わ
り
に
つ
な
が
っ
た
の
か
」
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
来
町
者

や
継
続
的
に
町
と
関
わ
る
人
、
町
外
か

ら
人
を
呼
び
込
む
事
業
者
・
団
体
か
ら

声
を
集
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
事
業
な

ど
を
通
じ
て
得
た
意
見
を
蓄
積
し
て
い

く
。
そ
の
声
を
観
光
だ
け
で
な
く
、
移

住
・
定
住
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
地
域
活

動
、
農
林
業
体
験
な
ど
に
も
つ
な
げ
、

町
外
の
人
と
一
緒
に
地
域
の
魅
力
を
磨

い
て
い
き
た
い
。

問
現
在
の
学
校
教
育
や
地
域
で
の
学
び

を
、
地
域
資
源
の
発
見
・
発
信
、
さ
ら

に
は
商
品
開
発
や
町
外
と
の
交
流
な
ど

に
つ
な
げ
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
そ
の

も
の
を
白
川
町
の
新
た
な
魅
力
や
価
値

を
生
み
出
す
取
り
組
み
へ
と
発
展
さ
せ

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
学
校
統
合
を
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
町
全
体
に
広
げ
る
機
会
と
捉
え
て
い

の
活
力
を
維
持
し
、
町
外
か
ら
人
が
訪

れ
交
流
や
新
た
な
活
動
が
生
ま
れ
る

「
人
口
減
・
人
材
増
」
の
状
態
を
「
に

ぎ
や
か
な
過
疎
」
の
一
つ
の
姿
と
捉
え

て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
白
川
町

を
気
に
か
け
、
繰
り
返
し
訪
れ
、
地
域

を
支
え
て
く
れ
る
関
係
人
口
を
重
要
な

存
在
と
し
て
増
や
し
て
い
き
た
い
。

問
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
そ
の
活
用

に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

答
 

佐
伯
町
長

　
「
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
」
は
、

国
が
進
め
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
住
所

地
と
は
別
に
、
自
分
が
関
心
を
持
ち
、

継
続
的
に
関
わ
り
た
い
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
登
録
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。
町

と
し
て
は
、
登
録
そ
の
も
の
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
く
、
登
録
者
に
町
の
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
活
動
な
ど
を
届

け
、
再
訪
や
地
域
活
動
へ
の
参
加
に
つ

な
げ
、
継
続
的
に
白
川
町
と
関
わ
る

「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
つ
く
る
た
め

る
。
地
域
の
自
然
や
産
業
、
歴
史
、
伝

統
文
化
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

た
ち
自
身
が
地
域
の
魅
力
を
発
見
し
、

町
外
へ
発
信
し
た
り
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
情
報
発
信

な
ど
に
つ
な
げ
た
り
す
る
学
び
を
広
げ

た
い
。
た
だ
し
、
学
校
教
育
で
は
子
ど

も
た
ち
の
主
体
的
な
学
び
を
第
一
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
地
域
の
事
業

者
や
団
体
、
住
民
に
も
関
わ
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
や
学
校
現
場

と
も
十
分
相
談
し
、
地
域
全
体
を
学
び

の
場
と
す
る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問
「
ま
ご
ま
ご
ふ
る
さ
と
留
学
」
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
、
町
に
縁
の
あ
る
子

ど
も
だ
け
で
な
く
町
外
の
子
ど
も
に
も

広
げ
、
町
内
事
業
者
や
団
体
と
連
携

し
、
継
続
的
な
地
域
体
験
か
ら
関
係
人

口
、
さ
ら
に
山
村
留
学
に
つ
な
げ
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

佐
伯
町
長

　
「
ま
ご
ま
ご
ふ
る
さ
と
留
学
」
は
、

町
に
縁
の
あ
る
子
ど
も
が
自
然
や
暮
ら

し
を
体
験
す
る
意
義
の
あ
る
取
り
組
み

だ
っ
た
。
今
後
は
町
外
の
子
ど
も
に
も

自
然
体
験
、
農
林
業
、
祭
り
や
伝
統
文

化
な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
「
ま
た

白
川
町
に
行
き
た
い
」
と
思
え
る
関
係

を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
観
光

協
会
や
事
業
者
、
団
体
、
教
育
関
係
者

の
意
見
も
聞
き
、
現
在
の
町
に
合
っ
た

継
続
的
な
仕
組
み
を
検
討
し
た
い
。
山

村
留
学
に
つ
い
て
は
課
題
も
多
く
、
ま

ず
は
継
続
的
な
関
わ
り
の
入
口
づ
く
り

か
ら
考
え
て
い
く
。

藤
井 

宏
之 

議
員

ふ
じ
い

ひ
ろ
ゆ
き

ひ
ろ
ゆ
き

ひ
ろ
ゆ
き

一般質問・答弁の映像

佐
伯 
好
典 
議
員

さ
え
き

よ
し
の
り

一般質問・答弁の映像

関
係
人
口
の
創
出
と

白
川
町
と
の
継
続
的
な

関
わ
り
づ
く
り

に
つ
い
て

一般質問の様子
が、YouTub e
（動画配信サイト）
でご覧いただけ
ます。

５人 の 議 員
が 登 壇
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杉
山 

哉
史 

議
員

す
ぎ
や
ま

ち
か
し

ま
で
に
６
件
の
申
請
を
受
け
付
け
た
。
そ

の
他
の
「
新
規
雇
用
推
進
事
業
」
「
資
格

取
得
支
援
事
業
」
「
中
小
企
業
退
職
金
共

済
加
入
促
進
事
業
」
も
相
談
を
受
け
て
い

る
。
設
備
投
資
で
は
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ

ン
、
発
電
機
な
ど
の
設
置
費
用
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
事
業
者
、
町
、
商
工
会
な
ど

で
情
報
を
共
有
し
、
事
業
計
画
や
申
請
手

続
の
説
明
な
ど
を
行
い
、
事
業
者
の
取
り

組
み
を
後
押
し
し
て
い
る
。

問
補
助
金
分
を
町
か
ら
販
売
業
者
な
ど

へ
直
接
支
払
う
「
委
任
受
領
」
制
度
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
町
と
し
て
も
実
効
性
の
あ
る
補
助
制
度

に
し
た
い
。
一
時
的
な
資
金
負
担
で
事
業

を
諦
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
「
委
任
受

領
」
や
「
概
算
払
い
」
な
ど
、
事
業
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
支
払
方
法
を
検
討
し
て

い
く
。

問
「
委
任
受
領
」
に
加
え
、
「
概
算
払

い
」
も
選
択
で
き
る
柔
軟
な
制
度
と
す
る

こ
と
で
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
総
合
支
援

事
業
の
目
的
は
、
町
内
事
業
者
の
辞
め
な

い
選
択
を
後
押
し
し
、
事
業
を
継
続
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
繋

が
る
最
適
な
支
援
方
法
を
商
工
会
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
白
川
橋
は
、
土
木
学
会
選
奨
の
土
木

遺
産
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
や
土
木
遺
産
と

し
て
の
価
値
を
生
か
し
た
、
今
後
の
利
活

用
や
魅
力
発
信
の
方
針
を
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
百
年
を
機
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
歴

史
や
魅
力
を
改
め
て
築
き
上
げ
、
町
民
の

思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
重
ね
、
周
辺
資
源

と
も
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

百
年
を
、
次
の
百
年
に
繋
い
で
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

　地
元
の
事
業
者
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

町
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
「
償

還
払
い
」
は
、
事
業
者
が
い
っ
た
ん
費
用

を
負
担
す
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
が

必
要
と
な
り
、
事
業
の
目
的
が
十
分
に
達

成
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
事
業
者
の

負
担
を
軽
減
し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
事

業
と
す
る
た
め
質
問
す
る
。

問
補
助
制
度
の
利
用
状
況
と
支
援
体
制

は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
事
業
継
続
力
強
化
事
業
」
は
、
現
在

　一
昨
年
以
来
、
米
価
が
乱
高
下
し
て
お

り
、
水
田
農
家
の
経
営
状
況
の
悪
化
や
、

将
来
的
な
離
農
や
供
給
量
の
低
下
、
ひ
い

て
は
米
価
の
高
騰
な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
町
の
よ
う

な
小
規
模
な
産
地
で
は
、
営
農
戦
略
、
販

売
戦
略
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
最
小
限

に
で
き
る
と
考
え
、
水
田
営
農
の
安
定
的

か
つ
継
続
性
を
願
っ
て
質
問
す
る
。

問
町
で
は
、
年
間
１
５
０
０
㎏
の
町
産

米
を
学
校
給
食
用
と
し
て
、
㈲
白
川
町

農
業
開
発
が
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
す
る
と
し

て
い
る
。
営
農
組
合
の
収
入
増
の
た
め

に
、
Ｊ
Ａ
を
通
さ
ず
直
接
営
農
組
合
か

ら
買
い
入
れ
る
方
法
に
見
直
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
㈲
白
川
町
農
業

開
発
に
よ
る
町
内
産
米
の
新
し
い
流
通

「
白
川
町
産
米
の
生
産

・
販
売
」
に
つ
い
て

経
路
の
構
築
な
ど
、
米
の
販
売
戦
略
を

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。 

答
 

安
江
農
林
課
長

　
本
年
10
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
多
く
の
町
産
米
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
で
、
年
間
１
５
０
０
㎏
の

町
産
米
を
給
食
に
導
入
す
る
こ
と
と
し

た
。
購
入
先
に
つ
い
て
は
、
米
を
取
り

巻
く
情
勢
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
か
ら
購

入
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
来

年
度
か
ら
は
、
議
員
が
提
案
さ
れ
た
各

営
農
組
合
か
ら
直
接
購
入
す
る
方
法
を

検
討
し
、
町
内
産
米
の
利
用
拡
大
、
営

農
組
合
の
収
入
確
保
や
経
営
安
定
に
つ

な
が
る
仕
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。

　
米
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
は
、
昨
年

６
月
に
議
員
か
ら
、
営
農
組
合
が
消
費

者
と
年
間
契
約
を
行
い
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

な
ど
で
保
管
、
受
け
渡
し
を
行
っ
た
ら

　白
川
橋
は
、
完
成
か
ら
百
年
を
迎
え

た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
鋼
ト
ラ
ス
構
造

の
美
し
い
吊
り
橋
で
あ
る
。
当
時
に
橋
を

造
ら
れ
た
方
々
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
。
貴

重
な
地
域
資
源
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
、

住
民
発
案
の
白
川
橋
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公

募
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
住
民
が
提
案
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公
募

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
提
案
に
感
謝
し
た
い
。
み
ん
な
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
い
う
思
い
は
、
町
長
の
目
指

す
に
ぎ
や
か
な
過
疎
に
繋
が
る
。

問
町
内
外
の
フ
ァ
ン
を
巻
き
込
ん
で
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公
募
は
、
郷
土
愛
を
育

み
、
観
光
振
興
に
も
繋
が
る
。
前
向
き
に

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
白
川
橋
を
き
っ
か
け
に
町
の
歴
史
や
魅

力
を
見
つ
め
直
し
、
町
外
の
方
に
も
白
川

町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
。
愛

着
や
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
に
繋
が
る
よ

う
、
観
光
協
会
を
は
じ
め
関
係
す
る
方
々

と
一
緒
に
、
目
的
に
か
な
う
形
に
磨
き
上

げ
た
い
。

白
川
橋
の
魅
力
発
信
と

住
民
の
参
画
に
つ
い
て

中
小
事
業
者
総
合

支
援
事
業
補
助
金
の

委
任
受
領
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

ど
う
か
と
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
町
と
し
て
も
検
討
を
し
て
き
た

が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
関
係
者
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
新
た
な
流
通
・
販

売
の
仕
組
み
づ
く
り
に
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
が
町
内
産
米
の
販
売

先
と
な
る
こ
と
は
、
生
産
者
と
消
費
者

を
つ
な
ぎ
、
そ
こ
か
ら
白
川
町
と
の
関

わ
り
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
、
今

後
の
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
白
川
町
産
米
の

背
景
に
あ
る
生
産
者
の
想
い
や
暮
ら

し
、
そ
の
価
値
を
消
費
者
に
伝
え
る
役

割
を
担
う
施
設
と
し
て
、
ピ
ア
チ
ェ
ー

レ
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
考
え
て
い

く
。

問
町
で
は
、
米
の
生
産
調
整
の
一
環
と

し
て
大
豆
の
栽
培
を
奨
励
さ
れ
、
多
く

の
営
農
組
合
が
そ
れ
に
従
っ
て
い
る

が
、
実
際
は
手
間
が
か
か
り
不
作
が
続

い
て
い
る
大
豆
の
栽
培
に
は
消
極
的
な

組
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
今
一

度
、
水
田
営
農
の
現
場
に
立
ち
返
り
現

在
の
生
産
調
整
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
の
現
状
認
識
と
今
後
の

考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

安
江
副
町
長

　
議
員
か
ら
は
昨
年
６
月
に
も
同
様
の

質
問
を
い
た
だ
き
、
翌
年
度
ま
で
に
方

向
性
を
検
討
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
現
状
で
転
作
に
お
い
て

は
大
豆
が
最
良
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
「
大
豆
の
栽
培
が

大
き
な
負
担
で
あ
る
」
と
い
う
多
く
の

声
も
あ
る
の
で
、
面
積
を
減
ら
す
こ
と

で
負
担
を
軽
減
で
き
な
い
か
と
営
農
組

合
に
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
生
産
調
整
を
見

直
す
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
来
月
に
も

営
農
組
合
長
会
議
を
開
き
、
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
基
本
的
に
は
各
営
農
組

合
の
考
え
を
尊
重
す
る
中
で
、
大
豆
を

生
産
す
る
必
要
が
あ
る
組
合
や
、
面
積

が
少
な
く
な
れ
ば
協
力
し
て
も
良
い
と

い
う
組
合
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
生
産

量
の
調
整
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
将
来
的
に
は
、
大
豆
に
変
わ
る
優

位
な
作
物
の
研
究
を
続
け
て
い
く
が
、

大
豆
の
優
位
性
が
変
わ
ら
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
圃
場
の
集
約
化
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

地域営農による稲刈りの様子

新たな光に照らされる白川橋
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杉
山 
哉
史 
議
員

す
ぎ
や
ま

ち
か
し

ま
で
に
６
件
の
申
請
を
受
け
付
け
た
。
そ

の
他
の
「
新
規
雇
用
推
進
事
業
」
「
資
格

取
得
支
援
事
業
」
「
中
小
企
業
退
職
金
共

済
加
入
促
進
事
業
」
も
相
談
を
受
け
て
い

る
。
設
備
投
資
で
は
、
冷
蔵
庫
、
エ
ア
コ

ン
、
発
電
機
な
ど
の
設
置
費
用
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
事
業
者
、
町
、
商
工
会
な
ど

で
情
報
を
共
有
し
、
事
業
計
画
や
申
請
手

続
の
説
明
な
ど
を
行
い
、
事
業
者
の
取
り

組
み
を
後
押
し
し
て
い
る
。

問
補
助
金
分
を
町
か
ら
販
売
業
者
な
ど

へ
直
接
支
払
う
「
委
任
受
領
」
制
度
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
町
と
し
て
も
実
効
性
の
あ
る
補
助
制
度

に
し
た
い
。
一
時
的
な
資
金
負
担
で
事
業

を
諦
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
「
委
任
受

領
」
や
「
概
算
払
い
」
な
ど
、
事
業
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
支
払
方
法
を
検
討
し
て

い
く
。

問
「
委
任
受
領
」
に
加
え
、
「
概
算
払

い
」
も
選
択
で
き
る
柔
軟
な
制
度
と
す
る

こ
と
で
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
総
合
支
援

事
業
の
目
的
は
、
町
内
事
業
者
の
辞
め
な

い
選
択
を
後
押
し
し
、
事
業
を
継
続
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
目
的
に
繋

が
る
最
適
な
支
援
方
法
を
商
工
会
と
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
白
川
橋
は
、
土
木
学
会
選
奨
の
土
木

遺
産
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
や
土
木
遺
産
と

し
て
の
価
値
を
生
か
し
た
、
今
後
の
利
活

用
や
魅
力
発
信
の
方
針
を
伺
う
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
百
年
を
機
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
記

念
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
歴

史
や
魅
力
を
改
め
て
築
き
上
げ
、
町
民
の

思
い
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
重
ね
、
周
辺
資
源

と
も
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

百
年
を
、
次
の
百
年
に
繋
い
で
大
切
に
し

て
い
き
た
い
。

　地
元
の
事
業
者
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

町
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
「
償

還
払
い
」
は
、
事
業
者
が
い
っ
た
ん
費
用

を
負
担
す
る
た
め
、
ま
と
ま
っ
た
資
金
が

必
要
と
な
り
、
事
業
の
目
的
が
十
分
に
達

成
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
事
業
者
の

負
担
を
軽
減
し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
事

業
と
す
る
た
め
質
問
す
る
。

問
補
助
制
度
の
利
用
状
況
と
支
援
体
制

は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
「
事
業
継
続
力
強
化
事
業
」
は
、
現
在

　一
昨
年
以
来
、
米
価
が
乱
高
下
し
て
お

り
、
水
田
農
家
の
経
営
状
況
の
悪
化
や
、

将
来
的
な
離
農
や
供
給
量
の
低
下
、
ひ
い

て
は
米
価
の
高
騰
な
ど
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
本
町
の
よ
う

な
小
規
模
な
産
地
で
は
、
営
農
戦
略
、
販

売
戦
略
に
よ
っ
て
、
そ
の
影
響
を
最
小
限

に
で
き
る
と
考
え
、
水
田
営
農
の
安
定
的

か
つ
継
続
性
を
願
っ
て
質
問
す
る
。

問
町
で
は
、
年
間
１
５
０
０
㎏
の
町
産

米
を
学
校
給
食
用
と
し
て
、
㈲
白
川
町

農
業
開
発
が
Ｊ
Ａ
か
ら
購
入
す
る
と
し

て
い
る
。
営
農
組
合
の
収
入
増
の
た
め

に
、
Ｊ
Ａ
を
通
さ
ず
直
接
営
農
組
合
か

ら
買
い
入
れ
る
方
法
に
見
直
す
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
ま
た
、
㈲
白
川
町
農
業

開
発
に
よ
る
町
内
産
米
の
新
し
い
流
通

「
白
川
町
産
米
の
生
産

・
販
売
」
に
つ
い
て

経
路
の
構
築
な
ど
、
米
の
販
売
戦
略
を

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。 

答
 

安
江
農
林
課
長

　
本
年
10
月
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

り
多
く
の
町
産
米
を
食
べ
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
で
、
年
間
１
５
０
０
㎏
の

町
産
米
を
給
食
に
導
入
す
る
こ
と
と
し

た
。
購
入
先
に
つ
い
て
は
、
米
を
取
り

巻
く
情
勢
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
安

定
的
に
供
給
す
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
か
ら
購

入
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
来

年
度
か
ら
は
、
議
員
が
提
案
さ
れ
た
各

営
農
組
合
か
ら
直
接
購
入
す
る
方
法
を

検
討
し
、
町
内
産
米
の
利
用
拡
大
、
営

農
組
合
の
収
入
確
保
や
経
営
安
定
に
つ

な
が
る
仕
組
み
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
。

　
米
の
販
売
戦
略
に
つ
い
て
は
、
昨
年

６
月
に
議
員
か
ら
、
営
農
組
合
が
消
費

者
と
年
間
契
約
を
行
い
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

な
ど
で
保
管
、
受
け
渡
し
を
行
っ
た
ら

　白
川
橋
は
、
完
成
か
ら
百
年
を
迎
え

た
。
全
国
的
に
も
珍
し
い
鋼
ト
ラ
ス
構
造

の
美
し
い
吊
り
橋
で
あ
る
。
当
時
に
橋
を

造
ら
れ
た
方
々
の
偉
大
さ
を
感
じ
る
。
貴

重
な
地
域
資
源
を
次
世
代
へ
繋
ぐ
た
め
、

住
民
発
案
の
白
川
橋
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公

募
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
住
民
が
提
案
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公
募

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
思
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
提
案
に
感
謝
し
た
い
。
み
ん
な
で
盛
り

上
げ
よ
う
と
い
う
思
い
は
、
町
長
の
目
指

す
に
ぎ
や
か
な
過
疎
に
繋
が
る
。

問
町
内
外
の
フ
ァ
ン
を
巻
き
込
ん
で
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
公
募
は
、
郷
土
愛
を
育

み
、
観
光
振
興
に
も
繋
が
る
。
前
向
き
に

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
白
川
橋
を
き
っ
か
け
に
町
の
歴
史
や
魅

力
を
見
つ
め
直
し
、
町
外
の
方
に
も
白
川

町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
。
愛

着
や
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
に
繋
が
る
よ

う
、
観
光
協
会
を
は
じ
め
関
係
す
る
方
々

と
一
緒
に
、
目
的
に
か
な
う
形
に
磨
き
上

げ
た
い
。

白
川
橋
の
魅
力
発
信
と

住
民
の
参
画
に
つ
い
て

中
小
事
業
者
総
合

支
援
事
業
補
助
金
の

委
任
受
領
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

梅
田
み
つ
よ 

議
員

う
め
だ

一般質問・答弁の映像一般質問・答弁の映像

ど
う
か
と
提
案
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

後
、
町
と
し
て
も
検
討
を
し
て
き
た

が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
関
係
者
と

協
議
を
し
な
が
ら
、
新
た
な
流
通
・
販

売
の
仕
組
み
づ
く
り
に
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

答
 

渡
口
振
興
課
長

　
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
が
町
内
産
米
の
販
売

先
と
な
る
こ
と
は
、
生
産
者
と
消
費
者

を
つ
な
ぎ
、
そ
こ
か
ら
白
川
町
と
の
関

わ
り
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う
、
今

後
の
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ
の
重
要
な
役
割
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
白
川
町
産
米
の

背
景
に
あ
る
生
産
者
の
想
い
や
暮
ら

し
、
そ
の
価
値
を
消
費
者
に
伝
え
る
役

割
を
担
う
施
設
と
し
て
、
ピ
ア
チ
ェ
ー

レ
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
考
え
て
い

く
。

問
町
で
は
、
米
の
生
産
調
整
の
一
環
と

し
て
大
豆
の
栽
培
を
奨
励
さ
れ
、
多
く

の
営
農
組
合
が
そ
れ
に
従
っ
て
い
る

が
、
実
際
は
手
間
が
か
か
り
不
作
が
続

い
て
い
る
大
豆
の
栽
培
に
は
消
極
的
な

組
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
今
一

度
、
水
田
営
農
の
現
場
に
立
ち
返
り
現

在
の
生
産
調
整
を
見
直
す
こ
と
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
の
現
状
認
識
と
今
後
の

考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答
 

安
江
副
町
長

　
議
員
か
ら
は
昨
年
６
月
に
も
同
様
の

質
問
を
い
た
だ
き
、
翌
年
度
ま
で
に
方

向
性
を
検
討
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。

町
と
し
て
は
、
現
状
で
転
作
に
お
い
て

は
大
豆
が
最
良
で
あ
る
と
い
う
考
え
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
「
大
豆
の
栽
培
が

大
き
な
負
担
で
あ
る
」
と
い
う
多
く
の

声
も
あ
る
の
で
、
面
積
を
減
ら
す
こ
と

で
負
担
を
軽
減
で
き
な
い
か
と
営
農
組

合
に
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
生
産
調
整
を
見

直
す
考
え
を
持
っ
て
お
り
、
来
月
に
も

営
農
組
合
長
会
議
を
開
き
、
相
談
さ
せ

て
い
た
だ
く
。
基
本
的
に
は
各
営
農
組

合
の
考
え
を
尊
重
す
る
中
で
、
大
豆
を

生
産
す
る
必
要
が
あ
る
組
合
や
、
面
積

が
少
な
く
な
れ
ば
協
力
し
て
も
良
い
と

い
う
組
合
も
あ
る
と
思
う
の
で
、
生
産

量
の
調
整
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
将
来
的
に
は
、
大
豆
に
変
わ
る
優

位
な
作
物
の
研
究
を
続
け
て
い
く
が
、

大
豆
の
優
位
性
が
変
わ
ら
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
圃
場
の
集
約
化
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

地域営農による稲刈りの様子
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を
、
地
域
住
民
の
知
恵
や
文
化
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
講
座
へ
と
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
職
員
と

地
域
住
民
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
子

ど
も
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
域

学
校
協
働
活
動
を
調
整
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
建
物
よ
り
人

の
力
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問
将
来
的
に
美
濃
白
川
楽
集
館
の
図
書

館
機
能
を
新
校
舎
へ
集
約
し
、
町
全
体
の

図
書
館
機
能
や
生
涯
学
習
機
能
を
再
編
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
計
画
は
な

い
。
現
在
は
、
小
中
学
生
や
高
校
生
の

読
書
活
動
の
低
下
を
良
い
方
向
へ
変
え

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
新
校
舎

は
令
和
９
年
か
ら
使
用
す
る
が
、
図
書

ス
ペ
ー
ス
は
暫
定
的
な
も
の
と
な
る
。

令
和
10
年
度
か
ら
の
本
格
稼
働
時
に
は

司
書
を
配
置
し
、
教
員
と
児
童
生
徒
の

創
意
工
夫
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
良

い
本
に
出
会
え
る
環
境
を
整
え
て
い

く
。

育
の
拠
点
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
本
や
司
書
、
地
域

住
民
と
触
れ
合
う
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

問
町
民
が
利
用
す
る
場
合
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
と
町
民
の
利
便
性
を
ど
の
よ

う
に
両
立
し
て
い
く
考
え
か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
放
課
後
や
休
日
は
、
学
校
部
分
と
図
書

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
地
域
開
放
部
分
を
分
離

し
、
地
域
専
用
玄
関
を
使
用
す
る
。
地
域

開
放
部
分
に
は
監
視
カ
メ
ラ
も
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
将
来
、
美
濃
白
川
楽
集
館

の
図
書
が
入
り
、
子
ど
も
と
地
域
住
民
が

自
然
に
触
れ
合
う
環
境
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
施
設
設
備
の
強
化
も
含
め
、
さ
ら
に

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
人
の
目

に
よ
る
「
自
然
的
監
視
」
も
大
切
に
し
て

い
く
。

問
図
書
ス
ペ
ー
ス
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

を
、
児
童
生
徒
の
教
育
活
動
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
の
学
び
や
多
世
代
交
流
の

場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
地
域
未
来
塾

　
施
設
一
体
型
小
中
学
校
の
第
２
期
工

事
で
は
、
図
書
ス
ペ
ー
ス
や
特
別
教
室

な
ど
が
整
備
さ
れ
る
。
学
校
を
単
に

「
児
童
生
徒
が
学
ぶ
だ
け
の
場
」
と
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
集
い
、

多
世
代
が
交
流
す
る
「
地
域
の
多
目
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
」
と
し
て
活
用

し
、
「
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

象
徴
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
選
ば
れ
る

施
設
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま

た
、
将
来
的
に
は
美
濃
白
川
楽
集
館
の

中
央
図
書
館
機
能
を
新
施
設
の
図
書
室

へ
移
転
・
集
約
し
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
を
融
合
し
た
施
設
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
町
政
運
営
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
将
来
的
に
学
校
施
設
の
中
に
美
濃
白

川
楽
集
館
が
入
り
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
を
融
合
し
た
複
合
型
施
設
と
な
る
こ
と

の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
余
裕
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
を
融
合
し
た
活
用
を
行
う
こ
と
に
は
意

義
が
あ
る
。
将
来
的
に
小
中
学
校
と
町
立

図
書
館
が
一
体
と
な
れ
ば
、
本
や
読
書
活

動
を
通
じ
て
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
学
校

教
育
だ
け
で
な
く
、
町
民
全
体
の
生
涯
教

施
設
一
体
型
小
中
学
校

に
お
け
る
図
書
・
多
目

的
機
能
の
整
備
と
、

美
濃
白
川
楽
集
館
の

機
能
集
約
に
つ
い
て

野
尻

　悟 
議
員

の
じ
り

さ
と
る

さ
と
る

さ
と
る

一般質問・答弁の映像

議 会 活 動 報 告
議会管内視察

他市町村議会の行政視察の受入れ

　本町の施策を調査するため、全国の市町村議会から行
政視察に訪れていただいています。特に、地域公共交通や
移住施策に関する視察が多く、担当課職員などが本町の取
り組みや現状について説明しています。議会からは主に議
長・副議長が同席し、意見交換などを行っています。

学校統合建設特別委員会現地視察

　８月３１日、施設一体型小中学校の建設現場を視察し
ました。現場責任者から説明を受けながら、工事の進捗
状況や現場の管理体制などを確認し、建設工事の現状
把握に努めました。

　前年度決算の審査に先立ち、毎年、全議員による町内の管内視察を行っています。
　今年度は７月２２日に実施し、令和７年度に整備した箇所や、補助金を活用して導入された農業機械、
課題が指摘されている箇所などを巡回しました。
　各視察先では、担当課職員や関係者から事業の概要や現状について説明を受け、決算審査に向け
て事業の実施状況や課題の把握に努めました。
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を
、
地
域
住
民
の
知
恵
や
文
化
を
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
る
講
座
へ
と
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
校
職
員
と

地
域
住
民
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
子

ど
も
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
地
域

学
校
協
働
活
動
を
調
整
す
る
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
建
物
よ
り
人

の
力
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

問
将
来
的
に
美
濃
白
川
楽
集
館
の
図
書

館
機
能
を
新
校
舎
へ
集
約
し
、
町
全
体
の

図
書
館
機
能
や
生
涯
学
習
機
能
を
再
編
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
現
時
点
で
は
具
体
的
な
計
画
は
な

い
。
現
在
は
、
小
中
学
生
や
高
校
生
の

読
書
活
動
の
低
下
を
良
い
方
向
へ
変
え

て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
新
校
舎

は
令
和
９
年
か
ら
使
用
す
る
が
、
図
書

ス
ペ
ー
ス
は
暫
定
的
な
も
の
と
な
る
。

令
和
10
年
度
か
ら
の
本
格
稼
働
時
に
は

司
書
を
配
置
し
、
教
員
と
児
童
生
徒
の

創
意
工
夫
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
良

い
本
に
出
会
え
る
環
境
を
整
え
て
い

く
。

育
の
拠
点
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
本
や
司
書
、
地
域

住
民
と
触
れ
合
う
場
と
な
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

問
町
民
が
利
用
す
る
場
合
、
児
童
生
徒

の
安
全
確
保
と
町
民
の
利
便
性
を
ど
の
よ

う
に
両
立
し
て
い
く
考
え
か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
放
課
後
や
休
日
は
、
学
校
部
分
と
図
書

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
地
域
開
放
部
分
を
分
離

し
、
地
域
専
用
玄
関
を
使
用
す
る
。
地
域

開
放
部
分
に
は
監
視
カ
メ
ラ
も
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。
将
来
、
美
濃
白
川
楽
集
館

の
図
書
が
入
り
、
子
ど
も
と
地
域
住
民
が

自
然
に
触
れ
合
う
環
境
と
な
っ
た
場
合
に

は
、
施
設
設
備
の
強
化
も
含
め
、
さ
ら
に

調
査
・
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、
人
の
目

に
よ
る
「
自
然
的
監
視
」
も
大
切
に
し
て

い
く
。

問
図
書
ス
ペ
ー
ス
や
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

を
、
児
童
生
徒
の
教
育
活
動
だ
け
で
な

く
、
地
域
住
民
の
学
び
や
多
世
代
交
流
の

場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
考
え
は
あ
る

か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
や
地
域
未
来
塾

　
施
設
一
体
型
小
中
学
校
の
第
２
期
工

事
で
は
、
図
書
ス
ペ
ー
ス
や
特
別
教
室

な
ど
が
整
備
さ
れ
る
。
学
校
を
単
に

「
児
童
生
徒
が
学
ぶ
だ
け
の
場
」
と
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
住
民
が
集
い
、

多
世
代
が
交
流
す
る
「
地
域
の
多
目
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
」
と
し
て
活
用

し
、
「
教
育
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

象
徴
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
選
ば
れ
る

施
設
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま

た
、
将
来
的
に
は
美
濃
白
川
楽
集
館
の

中
央
図
書
館
機
能
を
新
施
設
の
図
書
室

へ
移
転
・
集
約
し
、
学
校
教
育
と
社
会

教
育
を
融
合
し
た
施
設
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
町
政
運
営
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問
将
来
的
に
学
校
施
設
の
中
に
美
濃
白

川
楽
集
館
が
入
り
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
を
融
合
し
た
複
合
型
施
設
と
な
る
こ
と

の
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答

 

鈴
村
教
育
長

　
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
伴
う
余
裕
ス

ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
を
融
合
し
た
活
用
を
行
う
こ
と
に
は
意

義
が
あ
る
。
将
来
的
に
小
中
学
校
と
町
立

図
書
館
が
一
体
と
な
れ
ば
、
本
や
読
書
活

動
を
通
じ
て
人
と
人
が
つ
な
が
り
、
学
校

教
育
だ
け
で
な
く
、
町
民
全
体
の
生
涯
教

施
設
一
体
型
小
中
学
校

に
お
け
る
図
書
・
多
目

的
機
能
の
整
備
と
、

美
濃
白
川
楽
集
館
の

機
能
集
約
に
つ
い
て

野
尻

　悟 

議
員

の
じ
り

さ
と
る

さ
と
る

さ
と
る

一般質問・答弁の映像

議 会 活 動 報 告
議会管内視察

他市町村議会の行政視察の受入れ

　本町の施策を調査するため、全国の市町村議会から行
政視察に訪れていただいています。特に、地域公共交通や
移住施策に関する視察が多く、担当課職員などが本町の取
り組みや現状について説明しています。議会からは主に議
長・副議長が同席し、意見交換などを行っています。

学校統合建設特別委員会現地視察

　８月３１日、施設一体型小中学校の建設現場を視察し
ました。現場責任者から説明を受けながら、工事の進捗
状況や現場の管理体制などを確認し、建設工事の現状
把握に努めました。

　前年度決算の審査に先立ち、毎年、全議員による町内の管内視察を行っています。
　今年度は７月２２日に実施し、令和７年度に整備した箇所や、補助金を活用して導入された農業機械、
課題が指摘されている箇所などを巡回しました。
　各視察先では、担当課職員や関係者から事業の概要や現状について説明を受け、決算審査に向け
て事業の実施状況や課題の把握に努めました。

令和 8 年 11 月 1 日 1011 しらかわ議会だより No.222



　岡山県中央部に位置する美咲町は、平成１７年に中央町、旭
町、柵原町の３町が合併し誕生した町で、面積は約232 ㎢、人
口は約11,600人（2025年）の中山間地であり、白川町と同じく少子
高齢化と人口減少という課題を持っています。
　そのような状況の中で、2018年に就任された青野町長のもと、
公共施設の統廃合「スマートシュリンク」と、住民自らが地域の
課題解決に取り組む「小規模多機能自治」の推進を行っており、
その実績から全国的に注目を集めている自治体です。

• 特に注目される 2 つの取り組み
１．スマートシュリンク
　美咲町の公共施設の建物面積は約10万9,099㎡で、住民一人当たり約7.19㎡と全国平均3.42㎡の
2倍以上。さらに、今後40年間の施設更新費用は、年間平均11.3億円と試算され、財政的に
大きな負担となる状況でした。
　そこで、美咲町は「スマートシュリンク」を掲げ、人口減少に合わせてまちの規模を見直しながら、
住民生活に必要なものは残し、さらに充実させるという施策を実行。複数の施設や機能を集約・
複合化することで、限られた財源を有効に使い、将来にわたって必要な行政サービスを維持して
いくことを目的とした施策を進めています。

２．小規模多機能自治
　人口減少や少子高齢化により、担い手不足や公助・地域自治の限界が顕在化。そこで、行政
だけに地域課題への対応を委ねるのではなく、住民自らが地域の課題を把握し、話し合い、解決
に取り組む「小規模多機能自治」を推進。
　福祉、防災、空き家、草刈り、子育て、観光など、分野を越えて地域課題に取り組み、住民
一人ひとりの知識や経験、得意分野を生かした「住民主体の地域運営」を目指し、現在、１３の
うち６つの協議会において小規模多機能自治の取り組みが始まっています。

• 今回の視察を通して
　スマートシュリンクと小規模多機能自治。今回の視察で注目
した二つの取り組みですが、視察を終え、行政と住民それぞれ
の立場から、同じ目的である、まちの持続可能性を考える取り組
みとして進められていることがわかりました。
　白川町でも、人口減少や担い手不足を前提に、「何を残し、
何を集約し、何を地域で担うのか」を考える必要があります。
今年度から地域運営組織への補助も予算化され、黒川地区
ではその先駆けともいえる活動が始まっています。
　行政がまちの形を見直し、地域が自ら地域の将来を考える。
この両方を進めることが、「持続可能なまち白川」につながると思います。
　この視察で得たものを皆さんと共有しつつ、議会としてもさまざまな提案として活かしていきます。

（佐伯　好典）

　島根県のほぼ中央に位置する川本町は、中国山地に囲まれた
人口約2,800人の中山間地です。高齢化と人口減少が進む中、
地域で安心して暮らし続けるためには、医療・介護体制をいかに
維持していくかが大きな課題となっています。
　今回の視察では、町内唯一の病院である「加藤病院」を運営
する社会医療法人仁寿会と川本町による、地域医療を守るため
の取り組みについて説明を受けました。

• 「社会医療法人」とは
　医療法人の中でも、救急医療やへき地医療など、地域に必要
でありながら採算確保が難しい医療を担い、公益性など一定
の要件を満たして都道府県知事の認定を受けた法人が「社会
医療法人」です。一般の医療法人と比べて、より公益性の高
い役割を担っています。
　仁寿会が運営する加藤病院は、島根県の地域医療（へき地
医療）拠点病院として、中山間地域の医療を支えています。

• 地域医療を守る 2 つの取り組み
１．行政による地域医療への支援
　川本町では、採算確保が難しい地域において医療を担う加藤病院を、公立病院に準ずる「公的
病院等」として支援しています。
　国の特別交付税措置を活用し、非常勤医師の確保をはじめ、介護予防教室や糖尿病教室など、
地域医療の維持・充実につながる取り組みに財政支援を行っています。令和７年度予算では、こ
の支援に1億6,800万円を計上しています。
　また、病院の新築移転にあたっても町が支援するなど、行政と法人が連携して地域医療を維持
するための環境整備を進めてきました。

２．仁寿会が進める地域包括ケア
　仁寿会では、加藤病院を中心に、介護医療院、訪問看護、訪問介護、ケアプラン作成などを展開し、
医療・介護・福祉を一体的に提供する体制を整えています。
　さらに、病気になってからの治療だけでなく、介護予防や重症化予防、在宅医療、多職種による
連携などを通じて、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる「地域包括ケアシステム」の構築
を進めています。

• 今回の視察を通して
　人口減少と高齢化が進む中山間地域において、地域医療を
守ることは、医療機関だけで解決できる課題ではありません。
　川本町では、公益性の高い医療を担う社会医療法人に対し、
行政が制度を活用して支援し、一方、仁寿会は医療・介護・
福祉を一体的に提供することで、地域住民の暮らしを支えてい
ます。
　白川町においても、地域医療を将来にわたって維持していく
ことは重要な課題です。行政と医療機関がそれぞれの役割を
担い、連携して地域医療を守る川本町の取り組みは、これからの本町の医療体制を考える上で、大
変参考となるものでした。

（野尻　悟）

行政視察レポート
９月３０日からの３日間、白川町議会では中国地方への行政視察を行いました。

その内容を報告します。

岡山県美咲町1

島根県川本町2
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　岡山県中央部に位置する美咲町は、平成１７年に中央町、旭
町、柵原町の３町が合併し誕生した町で、面積は約232 ㎢、人
口は約11,600人（2025年）の中山間地であり、白川町と同じく少子
高齢化と人口減少という課題を持っています。
　そのような状況の中で、2018年に就任された青野町長のもと、
公共施設の統廃合「スマートシュリンク」と、住民自らが地域の
課題解決に取り組む「小規模多機能自治」の推進を行っており、
その実績から全国的に注目を集めている自治体です。

• 特に注目される 2 つの取り組み
１．スマートシュリンク
　美咲町の公共施設の建物面積は約10万9,099㎡で、住民一人当たり約7.19㎡と全国平均3.42㎡の
2倍以上。さらに、今後40年間の施設更新費用は、年間平均11.3億円と試算され、財政的に
大きな負担となる状況でした。
　そこで、美咲町は「スマートシュリンク」を掲げ、人口減少に合わせてまちの規模を見直しながら、
住民生活に必要なものは残し、さらに充実させるという施策を実行。複数の施設や機能を集約・
複合化することで、限られた財源を有効に使い、将来にわたって必要な行政サービスを維持して
いくことを目的とした施策を進めています。

２．小規模多機能自治
　人口減少や少子高齢化により、担い手不足や公助・地域自治の限界が顕在化。そこで、行政
だけに地域課題への対応を委ねるのではなく、住民自らが地域の課題を把握し、話し合い、解決
に取り組む「小規模多機能自治」を推進。
　福祉、防災、空き家、草刈り、子育て、観光など、分野を越えて地域課題に取り組み、住民
一人ひとりの知識や経験、得意分野を生かした「住民主体の地域運営」を目指し、現在、１３の
うち６つの協議会において小規模多機能自治の取り組みが始まっています。

• 今回の視察を通して
　スマートシュリンクと小規模多機能自治。今回の視察で注目
した二つの取り組みですが、視察を終え、行政と住民それぞれ
の立場から、同じ目的である、まちの持続可能性を考える取り組
みとして進められていることがわかりました。
　白川町でも、人口減少や担い手不足を前提に、「何を残し、
何を集約し、何を地域で担うのか」を考える必要があります。
今年度から地域運営組織への補助も予算化され、黒川地区
ではその先駆けともいえる活動が始まっています。
　行政がまちの形を見直し、地域が自ら地域の将来を考える。
この両方を進めることが、「持続可能なまち白川」につながると思います。
　この視察で得たものを皆さんと共有しつつ、議会としてもさまざまな提案として活かしていきます。

（佐伯　好典）

　島根県のほぼ中央に位置する川本町は、中国山地に囲まれた
人口約2,800人の中山間地です。高齢化と人口減少が進む中、
地域で安心して暮らし続けるためには、医療・介護体制をいかに
維持していくかが大きな課題となっています。
　今回の視察では、町内唯一の病院である「加藤病院」を運営
する社会医療法人仁寿会と川本町による、地域医療を守るため
の取り組みについて説明を受けました。

• 「社会医療法人」とは
　医療法人の中でも、救急医療やへき地医療など、地域に必要
でありながら採算確保が難しい医療を担い、公益性など一定
の要件を満たして都道府県知事の認定を受けた法人が「社会
医療法人」です。一般の医療法人と比べて、より公益性の高
い役割を担っています。
　仁寿会が運営する加藤病院は、島根県の地域医療（へき地
医療）拠点病院として、中山間地域の医療を支えています。

• 地域医療を守る 2 つの取り組み
１．行政による地域医療への支援
　川本町では、採算確保が難しい地域において医療を担う加藤病院を、公立病院に準ずる「公的
病院等」として支援しています。
　国の特別交付税措置を活用し、非常勤医師の確保をはじめ、介護予防教室や糖尿病教室など、
地域医療の維持・充実につながる取り組みに財政支援を行っています。令和７年度予算では、こ
の支援に1億6,800万円を計上しています。
　また、病院の新築移転にあたっても町が支援するなど、行政と法人が連携して地域医療を維持
するための環境整備を進めてきました。

２．仁寿会が進める地域包括ケア
　仁寿会では、加藤病院を中心に、介護医療院、訪問看護、訪問介護、ケアプラン作成などを展開し、
医療・介護・福祉を一体的に提供する体制を整えています。
　さらに、病気になってからの治療だけでなく、介護予防や重症化予防、在宅医療、多職種による
連携などを通じて、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられる「地域包括ケアシステム」の構築
を進めています。

• 今回の視察を通して
　人口減少と高齢化が進む中山間地域において、地域医療を
守ることは、医療機関だけで解決できる課題ではありません。
　川本町では、公益性の高い医療を担う社会医療法人に対し、
行政が制度を活用して支援し、一方、仁寿会は医療・介護・
福祉を一体的に提供することで、地域住民の暮らしを支えてい
ます。
　白川町においても、地域医療を将来にわたって維持していく
ことは重要な課題です。行政と医療機関がそれぞれの役割を
担い、連携して地域医療を守る川本町の取り組みは、これからの本町の医療体制を考える上で、大
変参考となるものでした。

（野尻　悟）

行政視察レポート
９月３０日からの３日間、白川町議会では中国地方への行政視察を行いました。

その内容を報告します。

岡山県美咲町1

島根県川本町2
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22日　町議会第１回臨時会
　　　　議会管内視察
24日　白川町水道設備協同組合通常総会
27日　総務常任委員会協議会
29日　岐阜県議会企画経済委員会視察対応
　　　　可茂町村議会議員研修会・情報交換会　

　３日　リニア中央新幹線建設促進岐阜県期成同
　　　　盟会定期総会
　５日　兵庫県三木市議会行政視察受入れ
10日　白川町長選挙当選証書付与式
18日　岐阜県町村議会議長会新任議員研修会
　　　　天心白菊の塔慰霊法要
19日　議会議員協議会
　　　　白川・イタリアオルガン音楽アカデミー開講式
23日　飛騨美濃合併１５０周年記念式典
24日　白川町長就任式
25日　岐阜県町村議会議長会評議員会
26日　議会運営委員会
31日　議会議員協議会
　　　　学校統合建設特別委員会現地視察

　４日　町議会第 3回定例会（第１日）
　７日　予算決算審査常任委員会（第１日）
　８日　予算決算審査常任委員会（第２日）
10日　予算決算審査常任委員会（第３日）
　　　　町議会第 3回定例会（第２日）
　　　　総務常任委員会協議会
15日　白川町農業開発との意見交換会
18日　町議会第 3回定例会（第３日）
27日　白川町合併７０周年記念式典
28日　埼玉県ときがわ町議会行政視察受入れ
30日　岡山県美咲町・島根県川本町行政視察
　　　　　（～ 10/2）

　３日　ふるさと佐見大運動会
　　　　保育園運動会（白川・黒川・光の子）
　６日　岐阜県町村議会議長会定期総会
　　　　岐阜県町村議会正副議長研修会
　８日　議会運営委員会
10日　小学校運動会（白川・蘇原）
11日　黒川地区公民館まつり
　　　　泉野区民運動会
15日　議会議員協議会
　　　　議会広報編集委員会
17日　保育園運動会（白川北）
　　　　白川地区戦没者慰霊祭
18日　町民体育大会総合開会式
20日　奈良県川西町議会行政視察受入れ

議会の動き（７月22日～10月20日）

7 

月

8 

月

　
10 
月

表紙は語る

　今回の表紙は、９月３０日に行政視察で訪問し
た岡山県美咲町役場での一枚です。お迎えい
ただいた青野町長（左から３人目）も写っていま
す。美咲町では、小規模多機能自治による地域
運営組織やスマートシュリンクの取り組みなど
の説明を受け、これからの本町のまちづくりを
考える上で、有意義な訪問となりました。

7 

月

表紙の写真は、「行政視察」の一コマです。
9 

月

岐阜県町村議会議長会　自治功労者表彰

　町村議会議員として在職１２年余にわたり、地方
自治の振興に尽力された功績により、藤井宏之議
員が１０月６日、岐阜県町村議会議長会から自治功
労者表彰を受けられました。
　今後ますますのご活躍を祈念いたします。受賞
おめでとうございます。
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